
円山にて 猫柳と私

日野間 彰 國 兼 治 徳

お昼のお弁当がおい しか った。

とにか く寒い日であ った。朝方には雨が降 り、

こんな天気で本当に観察会ができ るのであ ろうか

と思われるような日であ ったが、集会場所へ行 っ

てみると、原先生 をは じめたくさんの会員がすで

に集まっていた。男性の数が少なか ったのが印象

的であ った。

円山公園を経て大師堂、登山口へ向 う。記憶 を

たどってみて もアサダ、 ヒノキ、ブナ、 ウ リノキ、

ウワバ ミソウ程度 しか覚えていない。寒か ったの

で、メモす らしなか ったとい う横着のたま もので

ある。

登山口か ら山登 りを始めたが、足元が濡 れてい

たので、すべ って ころばないよ うにと注意 する こ

とだけを考えていたので、山頂 までほとん ど何 も

覚えていない。ただ、山頂にハ ンノキが あ って、

変な ところにある もんだな とH君(通 称 カ ラス)

と話 した記憶がある。山頂に着いた頃には 天気 も

良 く、 野幌の森が黒 く広が ってみえた。 …休み

して八十八ケ所のお地蔵様 の道を下 った。途 中よ

り天候が悪 くな り、腹 もすいて きた。ああ、 うち

にいて暖い部屋の中で、やさ しい妻とかわ いい子

供にかこまれておい しい もので も食べていた らと

思 ったことか思わなか ったことか。公園にお りた

頃には雨と氷が降 っていた。

引卒の昭和生まれのK.K嬢 の案内で昼食f定

地の レス トランへ 向か うが 、まだ着かない,.歩 け

ども歩けどもまだ着かない.そ してや っと着いた。

まわりの人はいろいろと注 文して食べてい た 女

うであ るが、私は朝か ら胸 にしたためて体温で暖

く保たれていたお弁当を広ける。

おいしか った,,お 昼のお弁 当か おい(か'1た,,
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今年 も猫柳を採 りに、妻 と簾舞の人璽離れた山

あいの辺 りを うろついた。 正月前の我が家の年中

行事の一一つである。

北区の屯田に住んでいた頃、今は運動 公園にな

って しま った辺 りは、一面の柳原で、枝振 りのよ

い猫柳がい くらもあ った。荒雪を こいで妻 と抱え

きれないほど採 り、家の中の暖い所において芽を

膨 らませ、適当に分けてお世話になった方々に配っ

て歩いた。 菜の花かスイセ ンでも添えて生 けると

風情があ り、お正月の生花になると異口同 音に喜

ばれている。

猫柳とは言 って も私 どもが集めて来 るのは種々

雑多なヤナギが 一緒 くたになってお り、正真正銘

の ネコヤナギよ りは、エゾノバ ッコヤナギな どが

多 く、む しろ枝振 りを重視 しているため、植物学

上の ことは余 り頓着 していない。 もっとも、ヤナ

ギの仲間は種類が多 く、ヤナギ博士 と言われてい

る東北大名誉教授木村有 香氏によると、 日本 には

約50種 、雑種 も加え ると150種 程 に もなるそ うで

あ るか ら、到底私の 手におえ る代物ではない。

そ もそ も、私が猫柳を採 り始めたのは中学時代

か らである。私が中学2年 の冬に、それまで祖 母

と一緒に住 んでいた兄が結核で亡くな り、今度は

私が兄に代 って祖母の許で暮すようにな った。祖

母の家は空知川に近い田園の中にあ り、私は この

家で生れてま もな く母に死別 し、 もともと祖母に

育て られたのだか ら、祖母の家に行 くことは我が

家に戻った 意 識 であ り、 父の家に ない安 らぎを

おほえた ちのであ ろ。 祖母は狂信 とぼわれ るほど

の浄 ヒ真宗の信 者で、念佛 三味の 臼々であ 一,た。

中学生であ った私はそんな祖母に厩発を感 じなか

らも、祖母の 阿と も嫁い 虹一5のない温かさに けえ

て過!た つ

私は祖母の許に来てか ら空矧川へ 一1こく出かけた,

迂せ らぎの聞える川原は心をいや ずの に恰好の場

であ った,時 には水切 りを した り、 放歌高吟 を し

て気持 ちを切 り替え るのには最 も適 した場所 であ

った。

たまたま3月 の堅雪の頃だ ったと思 う。猫柳の

膨 らんだ芽の列に、陽光が 当って燦然 と輝 いてい

るのに眼をみはり、数枝折 って持ち帰 った。 その
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時の祖母の喜びようはなか った。 まるで、 自分が

帰依 している佛 に で も会 ったかの如 くであった。

時期的に佛花に事欠 く頃だ ったか ら余計喜 んだの

だと思 う。私はその時の祖母の顔が忘 れ られず、

一緒に生活 していた間は毎年の ように猫柳を採 り

に出かけた。

大学を出て 十・勝の高校に勤め るよ うにな り、い

つ しか猫柳採 りも遠 のいたが、札幌へ転勤 して北

区の郊外 に住む ようになって、再び始ま った。 し

か し、祖母はすでに亡 くな ってい る。それで も猫

柳を採 り続 ける私は、あ るいは祖母の喜びの顔を

さが し求めているのか も知れない。

一
百人一首の植物(1>

A

松 木 裸 志

「か くとだにえやはいぶ きのさ しも草 さしも知 らじな もゆ る思ひを」

藤原実方の作。 自作歌 を藤原 行成がけな したのを怒 り殿 中で相手の冠 を叩 き落 した為に陸奥守 に

左遷 されて死ん だ。 才気換 発の作 歌人で刺撰 集に も64首 あ る。 この歌は縁語 の多い もので 「いふ一

いぶ きを 一・さ しも草 一一'燃ゆる思 一・ひ(火)と っながる。 つ まり 「私のこん なに燃 ゆる恋心 を知 らな

いのですか 」という意味で、後 世芭蕉 も奥の細道 で多感 な この詩人の薄命の死 をはか なん でいる。

サシモグサは差 芝と書 き ヨモギの 占名 である,、占来か ら薬用植物 でお灸の原料。

「久方 の光のどけき春の 日に しづ心な く花の散 るらむ」

紀友則 とは、貫之 のいとこで36歌 仙 の 一人。刺撰集 に6千 首あ り、 占今集撰者 の一人だ った。た

だ花 とあ るだけだが 、やは りヤマザ クラを見ての作。
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